
効性及び危険性を十分説明し、同意を得てから投与すること。

1.1

本剤投与後数分以内の発疹、そう痒、気管支痙攣、呼吸困
難、血圧低下等を伴うショック、アナフィラキシーが報告さ





小児等9.7
小児等を対象とした臨床試験は実施していない。
高齢者9.8
用量並びに投与間隔に留意するなど患者の状態を観察しながら慎
重に投与すること。一般に生理機能（骨髄機能、肝機能、腎機能
等）が低下している。

相互作用10.
併用注意（併用に注意すること）10.2
薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

他の抗悪性腫瘍剤
放射線照射

骨髄機能抑制等を増強するこ
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本剤は15℃以下で保存した場合、結晶を析出することがあ14.4.1








